
















みることにある。次節では，Hahn, op. cit., の示唆にしたがって，労働力成長過程と Cobb＝Douglas
＊ Knut Wicksellに対する筆者の関心の萌芽は，Moscow大学留学中に Swedenに遊び Uppsala大学を訪ねた折，
同校がWicksellの母校であることを知った時に遡る。関心の更なる高揚は，J. Hirshleifer, A. Leijonhufvud
両教授からの御教示によってもたらされた。記して感謝いたしたい。
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Humphrey〔１１〕は，Wicksellインフレ構造モデル（Wicksellian structural model of inflation）と
その凝縮版である市場利子率と自然利子率の乖離差に価格変動を関連づける誘導形価格変動方程式











































































































































































































































を生産性の自然成長率（natural rate of growth in productivity）と呼び g で表わそう。このとき，y/k
 
















































































































































log ylog k＝At（θ１）log k （４１）
と変形し，x＝y/kを想起すれば
































































































































































































































































































































































２）同様のモデル化は，Eagly, op.cit., Laidler, op. cit., Brems, op. cit., にも試みられている。
３）本図は，Humphrey, op. cit., Fig．１．（p．５１４）に対応する。
４）本図は，Humphrey, op. cit., Fig．２．（p．５１５）に対応する
５）本図は，Humphrey, op. cit., Fig．３．（p．５１７）に対応する。
６）Hahn〔１０〕の議論の展開は簡明に過ぎるため，本項と次項は，その補追を施すそれの性格をもつ。
















で与えられる。ただし，Y は産出量，K は資本ストック，Lは労働投入量，A（t）は Harrod型要素
中立的（Harrod–factor neutral）技術進歩を示す係数であり，A（t）＝eAtと特定化されるものとする。
しかるに，上の生産函数は，同次性（homogeneity）をもち，さらに，要素代替に関して収穫逓減
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